
京都教育大学紀要　 No.122, 2013 101

最近の子どもの描画発達の男女差についての検討

郷間　英世・川越　奈津子*・立田　瑞穂**・中市　悠 **

郷間　安美子***・鈴木　万喜子****・落合　利佳*****

Sex Differences of Preschool Children on Drawing Test

Hideyo GOMA, Natsuko KAWAGOSHI*, Mizuho TATSUTA**, Haruka NAKAICHI**,
Amiko GOMA***, Makiko SUZUKI****, and Rika OCHIAI

Accepted November 28, 2012

抄録 : 我々は現代の子どもの発達が以前の子どもと異なってきていることを研究している。その中でも描画発達

は著しく遅れてきている内容であり，今回はその男女差について検討した。3 歳から 6 歳の男児 277 名，女児 256

名を対象に，円，正方形，三角形，菱形の図形模写，および人物画描画検査を行った。図形模写は新版 K 式発達

検査 2001 に従い，人物画はグッドイナフ人物画テストを用いて DAM-IQ を算出した。その結果，図形模写では女

児が男児に比べ通過率（課題に合格した割合）が高かった。人物画描画発達では，4，6 歳の女児で男児の DAM-

IQ より高値であった。結果より現代の子どもの描画発達は女児が男児より早いことが明らかになった。また，以

前の報告と比較するとその性差は広がってきている可能性があり，子どもの発達の男女差に影響を与える要因に

ついてさらに検討する必要があると思われた。

索引語 : 幼児　描画発達　図形模写　人物画　男女差

Abstract : We have studied children’s development and have pointed out that present-day children have delay and unbalance

in their development. The delay is prominent in drawing, so we investigated sex differences of preschool children on drawing

tests in this study. The subjects were 281 boys and 273 girls at nursery schools (3-6 years old). We tested them on figure

copying (circle, square, triangle and diamond) and the Goodenough Draw-a-Man (DAM) Test. As for the figure copying test,

the passing rates of girls were higher than those of boys. Regarding the Goodenough DAM test, the average DAM-IQ of girls

was higher than those of boys. These results indicate that the drawing development of boys have delayed than that of girls. We

should do furthermore study about factors which influence development of drawing.

Key Words : preschool children, development of drawing, sex difference, Goodenough Draw-a-Man Test, copying figure test

* 長浜市教育相談センター
** 京都教育大学教育学研究科障害児教育専攻
*** 京都国際社会福祉センター
**** 京都教育大学特別支援教育臨床実践センター
***** 大阪大谷大学教育学部



102 郷間　英世・川越　奈津子・立田　瑞穂・中市　悠・郷間　安美子・鈴木　万喜子・落合　利佳

1．目　的

近年の家族環境や社会環境のめまぐるしい変化とともに，子どもの成長や発達も様々な影響を受け

ていることが指摘されている。我々は，最近の子どもの様々な認知発達が以前と変わってきたことに

ついての研究を行ってきた1）。その変化の中でも，特に描画発達はこの 30 年間の中で遅れが著明であ

り，新版 K 式発達検査の 1983 年と 2001 年の標準化資料の比較では図形模写に関して，正方形では約

6 カ月，三角形では 8 カ月，菱形では約 1 年遅れていることを明らかにしてきた 2）。また，5 歳児の

グッドイナフ人物画検査では 1977 年のデータに比べて約半年遅れていることも報告した 3）。そして，

それらの検討の中で，図形模写も人物画描画も発達に男女差があることが推測された3）4）が，その詳

細な検討はなされていない。そこで今回は，現代の子どもの図形模写や人物画描画の発達に見られる

男女差について詳細に検討したので報告する。

2．方　法

対象は保育園の 3 歳から 5 歳児クラスの園児，男児 277 名，女児 256 名，計 533 名である。表 1 に

年齢別の詳細を示した。

描画は対象児全員に対し円，正方

形，三角形，菱形の図形模写，およ

び人物画描画検査を行った。描画方

法はクラスごとの説明のあと，4，5

人の対象児に一人づつ指導者がつい

て，それぞれの子どものペースで行った。時間は 30 分から 1 時間程度であった。描画の手続きは，図

形模写は印刷してあるそれぞれの図形を提示し「これと同じものを書いてください」と教示し A3 の画

用紙に鉛筆で描画させた。人物画は A3 の画用紙の左右に「男の子と女の子の絵を描いてください」と

教示し描画させた。

表 1　対象児数

A
10 A

11 12 13 B 14
15 B 16 17
18 19 2 20 21
22 23 24 25 26 27
28 29 1 10 30 
31 32 33 34 35
36 37 38 39
40 A 41 42
43 A 44 45 46 
47 48 49 B
50 B

表 2　グッドイナフ人物画知能検査の 50 項目
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得られた描画資料は，図形模写は新版 K 式発達検査 2001 の判定基準 5）に従い評価した。人物画は

グッドイナフ人物画知能テスト 6）により評価した。すなわち，描出されている項目描画数（表 2）に

より描画発達年齢を求め，生活年齢との比により人物画知能指数（DAM-IQ）を算出した。また，円，

正方形，三角形，菱形の図形模写の平均的通過年齢は，これまでの検討により，それぞれ 3，4，5，6

歳と考えられるので，それぞれの年齢の対象児を男女別に図形模写課題の通過群と不通過群に分け，人

物画発達年齢や DAM-IQ を算出し比較した。

男女差等の統計学的検討は t 検定および χ2 検定を用いた。

3．結　果

男女別の図形模写および人物画の例を，図 1 に示した。全体的には，図形模写は女児のほうが男児

より正確であり，人物画においても女児のほうが男児より細部までうまく描けている印象であった。

図 1．図形模写および人物画の例

（左列：図形模写課題図，中列：5 歳男児描画，右列：5 歳女児描画）
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1）図形模写

図形模写ではいずれの図形もほとんどの年齢で男児に比べ女児で通過率が高かった。たとえば円模

写では 3 歳男児 66.2％に対し女児で 89.1％，正方形模写では 4 歳男児 27.8％に対し女児で 43.7％，三

角形模写では 5 歳男児 47.2％に対し女児 70.4％で，いずれも有意差を認めた（それぞれ，p<0.01, p<0.05,

p<0.01）（図 2-a, b）。

2）人物画描画発達

DAM-IQ を分析できなかった人数を表 3 に示した。グッドイナフ人物画知能検査では表 2 の項目の 3

つ以上描出されていれば人物画発達年齢が 3 歳 1 か月以上であり，2 つ以下であると描画発達年齢を算

出できない。DAM-IQ が得られなかった子どもは，全体で 43 人（全体の 8.1％）おり，男児 35 人（男

児の 12.6％）は女児 8 人（女児の 3.1％）より多く（P<0.01 ）を認められた。年齢別にみると 3 歳児に

多く男女間でその割合に差を認めた（P<0.01）。人物画の年齢別男女別 DAM-IQ を図 3 に示した。DAM-

IQ は 4 歳では男児 93.3 ± 16.6（平均値±標準偏差）に対し女児 105.0 ± 13.2，6 歳も男児 87.0 ± 11.9

に対し女児 95.3 ± 13.2 といずれも女児で男児より高く有意差（P<0.01）を求めた。

図 2-a　図形模写の男女差（円・正方形） 図 2-b　図形模写の男女差（三角形・菱形）

****

表 3　人物画の評価不可能人数
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3）図形模写の通過・不通過により分けた人物画発達年齢

図形模写の結果を年齢ごとに男女別に通過群と不通過群に分け，それぞれの人数や人物画発達年齢，

DAM-IQ などの結果を表 4 に示した。またそれぞれの群の人物画発達年齢を図 4-a，図 4-b に示した。3

歳児の円，4 歳児の正方形，5 歳児の三角形，6 歳児の菱形の図形模写の通過群と不通過群の人物画を

比べると，人物画描画年齢も DAM-IQ も通過群で上回っており，これは男女とも同様であった。統計

学的検討では 4 歳男児の正方形模写の通過群と不通過群の間，5 歳男児の三角形模写の通過群と不通過

群の間，5 歳女児の三角形模写の通過群と不通過群の間で有意差を認めた（それぞれ，p<0.01，p<0.05，

p<0.05）。

p 0.01

図 3　DAM-IQ の男女別年齢別変化

** **

* *

* *

表 4　模写課題の通過・不通過により分けた人物画評価
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4．考　察

1）図形模写の男女差

図形模写では年齢別通過率は女児が男児より高く，現代の子どもの図形模写にみられる描画発達は

男児より女児で早いことが示された。円，正方形などの図形模写は，Binet A7）や Gesell A8）などの発

達研究者により，古くから子どもの発達評価に用いられてきたものである。しかし，彼らの著書の中

には男女差についての記述は見当たらなかった。今回行った図形模写は，図版を提示して「これと同

じものを描いてごらん」と教示する5）もので，即時模倣や手の巧緻性に関係していると考えられてい

る 9）。巧緻性に関して草野らは，健康な幼児の微細運動を検討し，手の巧緻性に関連する上肢の変換

運動や静止姿勢の保持，片足立ちなどの運動機能は男女差があることを報告し，微細運動に関する中

枢神経機能は女児のほうが早くから発達していると推測している 10）。また，脳科学者の Eliot L は，

2000 年の Smith YA らの小さな穴にペグを差す実験結果などをもとに手先の器用さには男女差があり，

幼児期から小児期の子どもは微細な運動機能の発達が女児より男児が遅れる11）ことを述べている。こ

れらのことより，近年の子どもでは描画等に関係する微細運動能力は，男児は女児に比べ発達が遅れ

てきているものと考えられる。

2）グッドイナフ人物画知能検査の男女差

人物画検査の結果では，男女とも加齢とともに DAM-IQ が低下したが，その低下が男児で著しいと

いうものであった。3 歳児では人物画が評価できない子どもも少なくなかったが，4 歳以後はほとんど

の子どもの評価が可能であり，男児が女児より人物画描画発達が遅れているものと考えられた。また，

図形模写を通過している群のほうが不通過の群より，人物画描画発達が男女とも良好であったことよ

り，性別を問わず，図形模写の発達と人物画描画の発達は関連があるものと考えられた。

グッドイナフ人物画検査は，1926 年 Goodenough FL12) によって公表された検査であり，その後，世

界各地で使用されるようになった。大規模な改定は 1963 年に Harris DB によってなされ13)，その修正

版が 1977 年に日本で標準化され「グッドイナフ人物画知能検査」6）としてよく用いられている。検査

の方法は「人をひとり描いてください。頭の先から足の先まで全部ですよ」と教示する。グッドイナ

フ人物画知能検査は描画検査であるにもかかわらず全般的知能が推定できる検査として古くから用い

3 

4 

5 

6 

7 

3 

4 

5 

6 

7 

図 4-a 男児の図形模写の通過の有無別の人物
画発達年齢

図 4-b 女児の図形模写の通過の有無別の人物
画発達年齢
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られている。また，小林6）は，人物画により，知覚・認知能力，手の操作を中心とした運動能力，視

覚・運動の協応能力などが評価できるという。では，現代の子どもはこれらの能力が落ちてきている

のであろうか。Harris DB13) は人物画発達に影響を与えるものとして，教育，その国の文化，日常目に

している絵や視覚情報，男女差などを指摘している。

今回の検討の結果見られた人物画知能検査の男女差についてはどうであろうか。Goodenough12）は，

それまでの 1905 年の Kerschensteiner DG や 1909 年の Ivanoff E の報告の男児が女児より描画発達が良

いという結果と異なり，自分たちの研究では女児で男児より得点がわずかに高かったと述べている。後

年の Harris13）は，5 歳から 15 歳の 2975 人の子どもの描いた人物画で半年から 1 年分，女児のほうが

男児よりで得点が高いことを示した。そして，これは教育や文化の影響であるとしている。最近でも

Deaver14）らは，7 歳と 9 歳の 466 人の人物画描画の検討を行い，発達的な検討ではいずれの年齢も男

女差を認めたと報告している。一方日本の小林らは，グッドイナフ人物画検査を行い女児で得点が高

かったが，有意差を認めるほどではなかった7）としている。これらの結果よりグッドイナフ検査によ

る人物画描画発達は，近年わが国においても欧米と同様に男女差が明らかになってきたと考えられる。

どうして男児で最近落ち込みが激しいのであろうか。

3）描画発達の男女差の要因

描画発達の男女差が大きくなってきた要因として，子どもたちの生活環境や生活習慣の変化，およ

びそれら環境因子の発達期の脳に対する影響などが考えられよう。

近年の子どもの生活は以前と比べると著しく変化してきた。たとえば，2012 年の保育白書 15）によ

ると，スマートホンや携帯電話を子どもに使わせている割合は，3 歳で 25.3％，5 歳で 37.6％と高値で

あり，子どもの生活環境は近年大きく変化してきていると述べられている。また，テレビ・ビデオ視

聴時間の平成 12 年と 22 年の比較16）でも，忙しいなどの理由で保護者が子どもにテレビ・ビデオを見

せている割合は，3 歳で 6.4％増え 95.2％，5 歳では 7.4％増えて 90.1％にもなっていると報告されてい

る。テレビやビデオの視聴は以前より運動不足や他人とのかかわりの不足になりやすく，発達への影

響が危惧されているものである。長時間視聴により，おもちゃで遊んだり絵を書いたりする経験は少

なくなってきているものと考えられる。

もう一つの要因と考えられる発達期の脳に対する影響，特に男児に対するものであるが，これは近

年の発達障害の増加と関連付けて考えることができるかもしれない。発達障害とは知的発達の遅れは

ないものの，社会性や行動，学習などに関する発達の遅れを有している子どもたちであり，特定の脳

機能の未熟性に原因があるとされている。その頻度は 6 ～ 7 パーセントであり，男児が女児の 3 ～ 5

倍を占めている。発達障害の一つに，発達性協調運動障害 Developmental Coordination Disorder があり，

運動機能の不器用さ，すなわち書字が下手などの特徴を有している 17）。我々はこれまでに，診断には

至らないが発達障害と同様の社会性や行動上の特徴を有する「気になる子」が幼児期には男児 21.0％，

女児 5.4％と多数存在すること 18）や，発達障害児や「気になる子」は，人物画描画の発達が健常児に

比べて遅れること19）を報告してきた。したがって近年，様々な原因によって脆弱な男児の脳の発達が

影響を受け，発達障害児や「気になる子」が男児で著しく増加しており，それらの子どものもつ特徴

と一つとして，描画発達の男女差が出てきている可能性が考えられる。

一方，男児と女児の脳機能の発達はもともと異なっているとの考えもある。さきに述べた Eliot L11）

は，脳機能の発達には多くの面で男女差があり，微細運動能力の発達もそのひとつであり男児で遅れ

るため，男児の不器用さは手先の場合は書字，喉や唇や舌の場合は発音などの言語の能力にも関連し，
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その後の学習にも影響を与えることを指摘している。このように，脳機能の発達の生物学的男女差を

指摘している脳科学者や教育者は少なくなく，アメリカの公立小学校では男女別教室など，脳機能の

男女差に合わせた教育が選択肢の一つとして広がってきている20）という。そこでは，男児は長時間席

に座って集中することが難しいために自由な体勢で本を読ませたり，競い合わせて学ばせるという。

このように考えてくると，まだまだ解決できない問題が多いため，本論文では描画発達の男女差に

ついて明らかな要因を特定することはできなかった。原因の特定を含め対応のあり方についての検討

は今後の課題であろう。
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